
■令和７年７月２９日（火）に第１回平賀駅周辺まちづくり基本構想検討会を平川市役所で開催いたしました。
■検討会では、事務局から検討会設立趣旨と規約を説明したのち、「平賀駅周辺まちづくり基本構想」の検討及び市民ワークショップ・若手

職員ワーキングの進め方、平賀駅周辺地区の概況・課題、関連事業や個別計画に関する意見交換を行いました。

１.開会
２.あいさつ
３.委員紹介
４.検討会の設立趣旨と規約
５.議事
（１）「平賀駅周辺まちづくり基本構想」の検討の進め方について
（２）市民ワークショップ・若手職員ワーキングの進め方について
（３）平賀駅周辺地区の概況・課題について
（４）平賀駅周辺地区における関連事業や個別計画について
６.議事に対しての意見交換
７.今後のスケジュール
８.閉会

■日時 ：令和７年７月２９日（火）１３：００～１４：３０

■場所 ：平川市役所 １階 アヴェッサ

■平賀駅周辺まちづくり基本構想検討会委員（敬称略、名簿順）

・小山内 柳一（平川市商工会 会長） ・小田桐 亨二（平川市観光協会 会長） ・葛西 浩幸（ふれいあいタウンひらか 会長）
・北原 啓司（弘前大学 特任教授） ・成田 敏（弘南鉄道㈱ 代表取締役社長） ・木村 方昭（平川金融団（青森みちのく銀行平川支店長））
・對馬 一俊（平川市 総務部長） ・中江 貴之（平川市 建設部長） ※オブザーバー 土井 良浩（弘前大学 准教授）

▲長尾市長挨拶 ▲検討会の様子

●単純な公園整備ではなく利活用方法や整備内容についてもきちんと検討してもらいたい。
●賑わい創出ももちろんだが、その前に空き家、空き店舗の対策が必要不可欠である。
●駅周辺のまちづくりを考えるうえで駅前の賑わいは重要である。賑わいのある駅前にしてもらいたい。
●人の流れをどのように駅周辺へ誘導するかが重要である。長い時間をかけて行う取り組みを考えることも必要だが、ある程度短い時間で人を呼び込むにはどうした
らよいかを考えることも重要である。
●まずは平賀駅周辺のまちづくりだが、市全体のつながりを意識して将来的には平川市全体でまちづくりを進めていけると良い。
●平川市の中心には農業があるため、農業とどうつながるかが問題である。
●駅西新興住宅の住民の利便性も含め、まちづくりについてこれから協議していけると良い。
●駅東西の連携をどのようにするのか、立地適正化計画などと関連させた協議が必要である。
●市民WS参加者へのフォローや市民WSが出発点となるような工夫として、挙がった意見を瓦版などにまとめアウトプットをきちんと行う必要がある。


